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 日足、週足、月足のどれをみればいいですかという質問をよく受けます。投資スタンスの違い（短

期スタンスの方、中長期スタンスの方）で使い分けることが必要です。チャートの基本は日足です。

日足を週単位にしたものが週足であり、日足を月単位にしたものが月足で、いずれも日足の発展形で

す。また、朝の寄付きで売っても、大引けで売っても現金化されるのは一緒です。日歩という金利は 1
日あたりでコスト加算されます。だれも、来週末にお金が欲しいから今日売るということではなく、

一先ず換金しておこうとか、買う対象があるので売らなくてはいけないなどだと思われます。週末・

月末を考え売買を行っているわけではありません。いつも見ている銘柄であれば、過去の高値や安値

は記憶の中にありますが、久しぶりに見た、初めて見たという銘柄の場合は日足から見るのではなく、

まず大きな流れを掴むためにも月足、週足、日足の順番で見るべきと思われます。日足表示で高値・

安値であっても月足では単なる通過点である可能性は高いからです。日足から見ると相場の流れを近

視眼的に見てしまい、大きなトレンドが掴めず、回りが見えなくなり、焦点がボケてしまいます。  
売買の判断をする場合、日足を見て買いを決めたのであれば日足を見て売りを判断すべきです。ま

た、中期の週足で決めたのであれば、週足に従うべきです。当然、相場次第で先行きの見方は変わり

ます。月足による判断から日足の判断へと短くなる方は結構ですが、くれぐれも日足で決断したもの

を週足・月足に変更することは止めた方が宜しいと思います。なぜか？損している証です。 

日足（ひあし）・週足（しゅうあし）・月足（つきあし） 

 

 

 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
「リアル株価ボード」より 

日足 
・日足 

半年間表示 

・週足 

約 2年半表示

・月足 

10年間表示 

月足週足 

期間の違いで見え方・形も違ってきます。 



 

・ 投資信託の購入等にあたりお客様にご負担いただく費用として、申込手数料(申込時に直接ご負担いただ

く費用)、信託財産留保金(換金時に直接ご負担いただく費用)、信託報酬(保有期間中に間接的にご負担

いただく費用)などがあります。 

・ これらの費用は商品毎に異なりますので、詳細は各商品の目論見書又は当社ホームページの各商品ペー

ジをご確認ください。 

〔リスクについて〕 

上場有価証券等に関するリスク 

・ 株価の変動等により損失が生じる恐れがあります。外国株式は、為替相場の変動等により損失が生じる

恐れがあります。 

・ 転換社債型新株予約権付社債(CB)は価格の変動等により損失が生じる恐れがあります。また権利行使で

きる期間や条件に制限があります。 

・ 信用取引では委託保証金の額に対して最大 2.5 倍の投資が可能です。したがって信用取引においては損

失の額が預託した委託保証金の額を上回る可能性があり、投資元本以上の損失が生じる恐れがあります。 

投資信託に関するリスク 

・ 主な投資対象が国内株式である投資信託の基準価額は、組み入れた株式の値動きにより上下しますので、

これにより投資元本を割り込む恐れがあります。 

・ 主な投資対象が円建て公社債である投資信託の基準価額は、金利の変動等による組み入れ債券の値動き

により上下しますので、これにより元本を割り込む恐れがあります。 

・ 主な投資対象が株式･一般債にわたっており、且つ、円建･外貨建の両方にわたっている投資信託の基準

価額は、組み入れた株式や債券の値動き、為替相場の変動等の影響により上下しますので、これにより

投資元本を割り込む恐れがあります。 

・ これらのリスクは商品毎に異なりますので、詳細は各商品の目論見書又は当社ホームページの各商品ペ

ージをご覧ください。 

〔契約締結前交付書面等について〕 

※各商品等のご購入のお申込にあたりましては、当社より所定の契約締結前交付書面（投資信託においては

目論見書及び目論見書補完書面）を交付いたします。書面をよくお読みいただき内容を十分にご理解いた

だいたうえでお申込いただきますようお願いいたします。 


